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作曲 ・ 編 曲 岩崎 現 
サウ ンド プロ デュ ー サ ー 溝口 功 


※ こ の CD に は 、 制 作者 の 意図 に より 
ノイ ズ が 入っ て いる 箇所 が あり ます 。 


岩崎 球 ( い わ さ き た く ) 

作曲 、 編曲 家 。 東京 芸術 大 学 音楽 部 作曲 科 卒業 。3 歳 に し 
て 音楽 に 開眼 。 神 奈川 県 芸術 奈 合 喝 曲 作曲 コン クー ル 1 
位 、 日 本 現代 音楽 家 協 会 作曲 新人 賞 入選 を 果たす な ど 華 々 
し い 活 躍 を する も 心 満た され 学卒 業 後 も 現代 音楽 か 
ら ア イド ル 歌 手 、 そ し て ゲー ム ジッ ク ま で 飽く な き 
チャ レン ジ を 繰り 返す 野心 家 。「 代 表 作 は 全て の 作品 だ /」 
と 息巻く 代目 冗 責 87 歳 。 実 は 世間 知ら すず 。 


レク 
7 ガ 
み 
\ 


に 


ラン バダ 兄弟 


「 杉 ・ 超 冗 責 」 の 「 概 」 っ て や と よく 人 に 
聞か れる ん だ けど ご 、 単 に 「 あ 」 で 始ま れ ば 索 
引 と か の 一 和 一 上 に な っ て た い へ ん ヨシ /、 み 
た いな デタラメ な も の だ っ た ん で す よ ね 。 

それ が いつ の ま に か 「 今 回 の テー マ は 、 有 想 
だ /」 み た いな オオ ゴト に な っ ちゃ っ て て 。 

( 笑 ) 

岩崎 環 は 、 お 仕事 上 で は すご く 真 面目 で 誠 
実 な 人 な ん で す よ ね 。 だ か ら 最 初 の うち は コ 
ン セ ブ ト と か 一 生 懸 病 こ っ ちの 意図 を 流 ん で 
あげ よう と 聞い て くれ て 。 で も 、 商 品 コ ン セ 
プ ブ ト 自体 が 「 デ タラ メ 」 を 最終 目標 と し て い 
る の で 結構 戸惑っ て た みた い 。( 笑 ) 彼 と は 、 
学生 時 代 か ら の 友人 で 気心 は 知れ て いる の で 、 
その うち いい 方 向 に 壊れ て いく だ ろう と 期待 
し て まし た けど 。 

な か な か 学校 時 代 の 友人 と プロ に な っ て か 
らら 一 緒 に 組む こい う の も 夢 の あ る 話 で は な い 
で すか 。 今度 は 是非 ライ ブ や り た いで すね ね 。 
俺 も ギタ ー 弾 寺 た いつ す よ 。 だ めか 。( 笑 ) 


日 本 コン ピュ ー タ シス テム 株 式 会 社 
メサ イヤ 事業 部 
超 兄 責 シ リー ズ プロ デュ ー サ ー 石塚 輝 


愛 ・ 超 兄 買 に お ける 筋肉 聞 緩 と 四 分 音符 の 入 交 


(まず 、 はじめ に 。 この 原稿 か 内情 に 精通 し た か ゆえ の 論文 形式 を 採用 し て いる た め 、 文 調 
が 伊藤 政則 ふう に な っ て いる ご と を お 許し 願い た い 。) 


要 ・ 超 冗 責 は 、 一 言 で いう と ビビ ン バ で ある 。 
脊 夏 の 芯 に 訴え る 音楽 。 眼球 の 齋 に 焼 才 付く グラ フィ ッ ク 。 熟睡 を 妨げ る 世界 観 。 
これ ら が 三位一体 と な っ て 、 発 汗 作用 を 促し て きた 。 
すなわち 愛 ・ 超 冗 買 は 喚 覚 ゲー ム と いえ よう 。 
ここ に 『 汗 三 包 い 三 査 』 と いう 超 方 程 式 が 成立 する の で ある 。 
キャ ラ の 692% が 筋肉 質 群 、78% が 顔面 群 な の は 結果 で あっ て 原因 で は な か つた 。 
人 類 普 遍 の 美徳 表現 な の で ある 。 
話 在 3B0' 転換 し よう 。 
要 協 と 高菜 の チャ ー ハ ン を 好ま な い 姿 勢 は 、 別 の 次 元 の 方 向 性 を 見 出し た 。 
わか りや すく いう と 「8 時 30 分 か ら 半 まで の 間 に 来 る よう に 」 の 場合 と 同じ で 、 兄 貴 は 無 危 
味 の 境地 を 選択 し た の だ 。 
従っ て 、 ネ ー ミ ング も 論理 的 直感 で 体系 的 に 付け られ て いる 。 
大 別 す る と ジャ ー マ ン 系 、 男 魂 系 、 お ちゃ ら 系 に 分 類 さ れる 。 
ダ ガ ン ゲン や バ パリ ベラ ボン テ の よう に 、 濁 音 が 似合う の は ジャ ー マ ン 系 。 
語気 を 強め て 嘩 液 を 跳 ば し た 後 の 頼 の 筋肉 の 緩み を 堀 態 し て ほぼ し い 。 
ポー ジン グ 名 に 代表 され る 男 魂 系 は 、 腹 式 呼吸 で ビブ ラー ト さ で せる の が 正しい 。 
スト イッ ク な 兄 買 の 新 境地 を 開拓 し た お ちゃ ら 系 は 、 ア ドン の 笑顔 その も の で ある 。 
この よう に 互い が 王 渉 し あっ て 依存 し て いる 体質 は 、 音 楽 ・ グ ラフ ィ ッ ク ・ 世 界 観 へ と 広 が 
り 昇 天 す る の で あっ た 。 
最後 に 、 愛 ・ 超 兄貴 を 成功 に 導い て いた だ いた すべ て の 人 に 感謝 する と と も に 、 か の 利根 川 
先生 の お 言葉 を 引用 し て 結び と し た い 。 


「 有 要 の 下 に は "うえ "が ある 。 宛 責 の 上 に は " 要 " が ある +』 


日 本 コン ビュ ー タ シス テム 株 式 会 社 メサ イヤ 事業 部 広報 佐藤 弘明 


ロジ ャ ー・ ウ ォ ー タ ー ズ に 捧げ る 
~—lsao Mizoguchi 一 


ビン ク フ ロ イド の 「THE DARK SIDE OF 
THE MOON」 (邦題 「 狂 気 」) が 発表 され て 0 年 ちょ 
っ と た つ 。 当時 僕 は 洋楽 好き の ガキ ん ちょ で 音楽 雑誌 
を 読み 漁っ て た 。 あ の 頃 の 僕 の ヒー ロー は T レ ックス 
の マー クボ ラン に レッ ド ・ ツ ェ ッ ペリ ン 、 グ ラン ド ・ 
ファ ンク に ELP そ し て ビン ク フ ロ イド 。 特 に 「 狂 気 」 
(すご い 邦 題 だ な ) は お 気に入り だ っ た 。 

話 は それ る が 、 僕 が 高校 生 の 時 に 空前 絶後 の 大 ブー 
ro か の 「 イ ン ベ ペー ダー ブー ム 」 で 友達 と 競 
菜 店 で 遊ん で いた 。( 当 時 ゲー ム は 喫茶 店 で 


する も の で し た 。) や が て 大 学生 に な り 上 京 、 都 内 の ラ 
イブ ハウ ス に 出演 する よう に な っ た 。 そ の ころ ファ ミ 


コン が 発売 され 、 僕 は 即 購入 。 自 分 が ゲー ム の 音楽 を 
作る 仕事 を する な ん て 思っ て も いな か っ た の で た だ 気 
楽に ゲー ム を 楽し ん で た 。 お 気に入り は マリ オ で 、 あ 
の 音楽 は "忘れ よう と し て も 思い 出し て し まう "ほど 
イン バク ト が 強かっ た 。 

「 あ あ 、 そう だ よ 。 あれ こそ シン ブル な PSG 音 源 。」 

や が て ハー ド の 発展 で FM 音源 、POM 音 源 と ゲー 
ム 音 楽 を 取り まく 間 源 の 環境 は ドン ドン と 良く な っ て 
いっ た 。 現在 、 ス ー フ し て サタ ー ン 、 プ レイ ス 
テー ショ ン な ご どの ニュ ド の 内 蔵 音源 で 使用 され 
て いる の は PCM で 、 い わ ゆ る サン ブ プラー と いう や つ 。 
簡単 に いう と 音色 を 録音 し て それ を 音階 に わけ て 鳴ら 
すこ と が で きる 、 カ ト の 親玉 みた いな 電子 楽器 で 、 
僕ら ゲー ム の ミュ ャ ン は サン ブラ ー を 避け て は 
生き て いけ ませ ん 。 じ ゃ あど う せ な ら 自 分 た ち は サ ン 
シャ ン と いな お っ て 表現 方 法 の 
一 を 使い こなせ れ ば 面白 いも の が 
で きる か も し れ な い 。 ヒ ッ プ ホッ プ の 連中 も フレ ー ズ 
サン ブリ ング を 多用 し て カッ コイ イ 作 品 を 発表 し て い 
る 。 ゲ ー ム 音楽 界 は 若い ミュ ー ジ シャ ン が 多い か らい 


ろ ん な や り 方 を を 試し て こも いい は ず だ と 僕 は 思っ て まし 
た 。 

そこ で 、 こ の 〇 ロ で は 「 シ ュー ルレ アリ ズム な 音楽 」 
を 追求 する 必要 上 、E0 年 も 前 に 「 狂 気 」 で ビン ク フ ロ 
イド と エン ' の アラ ン ・ パ ー ソ ンズ が 試み た こと 
を サン ブラ ー で 行なう こと に し まし た 。 

僕 と 作曲 家 の 岩 崎 務 は 「 朋 ・ 超 冗 責 」 を 音楽 で 表現 
する た め 「 シ ュー ルレ アリ ズム の 追求 ど 香 港 映 画 の バ 
ワー 感 と クラ ブサ ウン ド の 三位一体 の 融合 」 を 試み 、 
そこ に 西洋 の グレ ゴリ ア 聖 歌 に 対抗 する 仏教 また は 東 
思想 親 学 と いっ た も の まで 無軌道 に 追求 加味 し 、 さ 
ら に ャ ヤー・ ウ ォ ー タ ー ズ (ビン ク フ ロ イド の 当時 
の リー ダー 格 ) が 「 狂 気 」 の あと 発表 する (失敗 作 「 炎 」 
で は な く ) と いっ て いた 幻 の アル バム の 意図 さえ も 勝 
手 に 引き 継い だ 野心 作 で あり 、 ま れ に みる 大 意欲 作 で 
す 。 岩崎 丈 は まさ に 天才 で 僕 の 注文 以上 の 作品 在 次 々 
に 作曲 し て いき ます 。 僕 は 彼 の 才能 が 大 好き で 今後 も 
も っ と も っ と 面白 い 作品 在 作 っ て いき た いと 思っ て い 
ます か 、 と りあ え ず ここ まで 二人三脚 で や っ て きた 成 
果 が この 作品 で す 。 


画 上 海 パ ワー スラ ム 

イメ ー ジ の すり 合わ せ を 経て 、 試 行 錯誤 の 末 で き あ 
か っ た 「 愛 ・ 超 兄 買 」 最 初 の 作品 で 本 作 の テー マ 曲 で 
も あり ます 。 東洋 メロ ディ ー と 押し 出し の 強い リズ ム 
で 構成 され て いま す 。 ま た 途中 ゲー ム の オリ ジ ナ ル サ 
ウン ド ト ラ ッ ク が 聞こ えま す 。 
僕 は この 曲 を 聞く と 熱く な り 無性に ライ ブ を や り た く 
な る 。 夏 場 に や ろ ー っ と 。 

還 ス ラッ シュ 寺院 

ほん と は スラ ッシュ じゃ な いけ ど 、 曲 を 聞い た と き 
の スピ ー ド 感 で 曲名 を 付け て し まい まし た 。 以後 この 
名 の まま で す ……。 お経 が リズ ム の 碁盤 で 全て の 音 を 
支配 し て いま すか 、 ま た 全て の 音 を 破壊 し そう な と こ ご 
ろ に いて 、 こ れ が か 絶妙 な バラ ンス で 保 た れ て いま す 。 


| 千 面 史 ボ ボリ ー ガ 


つま り 、 お 経 は 創造 神 で も あり 破壊 神 で も あり 曲 全体 
を 支配 し て いる の で す 。 お 経 を 神仏 に た こと える な ら ば 、 
この 曲 自体 が 小宇宙 を 形成 し て お り 、 森 羅 万 象 の 一 つ 
の モニ ュ メ ント 、 す な わ ち 森 羅 万 象 な の で す 。 あ り が か 
た や 、 あ り が か た や 。 

PS : エン ジニ ア の 川口 くん か 、 こ の 曲 で ネ を 上 げ そ 
うに な り ま し た と さ 。 


画 億 人 伝 ABS 
アド ン と サム ソン の 曲 で すか が 、 な ぜ か サム ソン が が 
ん ば っ て ます 。 


漢 王 RINBOO 

タイ トル を 「 ら ら か ん お う 」 と 読む 人 か いま す が か 正 
解 は 「 は だ か ら か ん お う 」 で す 。 ら か ん は も と も と 裸 
な の で は や と いう 問 も あり ます が 、 こ れ で いい の で す 。 
先日 京都 を 訪ね た と き 三 十 三間 堂 で 比 漢 を 見 まし た 。 
これ で いい の で す 。 また 先日 IN 日 ロロ を 悪役 に し た 
ミニ シナ リオ を 書き まし た の で 機会 か あっ た ら 発 表し 
ます 。 中 INBOO は 風神 系 の よう で す が ご く た ま に 秀 
り の 電 を 落と すこ と も ある よう で す 。 曲 の 後半 で 聞か 
れ ま す の で そう な の で し ょ う 。 


還 ア トム ヒー トブ ラ ザ ー 

HINBODO の 風 が 砂嵐 に 変わ り ます 。 注意 し て 聞く 
と ニュ アン ス で 分 か る と 思う 。 ラ ジオ か ら 流 れる 曲 は 
ゲー ム オ リ ジ ナ ル サ ウ ンド トラ ッ ク 。 さ ま よ いび と の 


更 猛 スイ マー1000 


声 に 岩崎 塚 、 ラ ジオ は ドン ・ マ ッ コ ウ 氏 の 特別 出演 で 
し た 。 
ドン ・ マ ッ コ ウ …「MIKAN」 や 「 ハ ッ ピ ビー・ ア イス 

クリ ー ム 」 の 作詞 作曲 者 

「 ハ ッ ビ ピー・ ア イス クリ ー ム 」 は ご 機嫌 の ヒッ プ ホ ッ プ 
で 東芝 MI か ら 発売 中 の 「 卒 業 一 グラ デュ エー ショ ン 
ーTeaoh Me Pleasgl」 に 入っ て る か ら 買 っ て 聴 
いて みて ね 。 


画 ア ニー キス ト 悪 性 の 祭典 

これ は アド ン が か いい 味 出し て ます 。 作品 中 比較 的 シ 
ン ブ ル な アレ ンジ も 気にいっ て いる 。 シ ン セ オペ レー 
ター の ジェ フ 妊 も ネタ 捉 し に か ん ば っ て くれ まし た 。 
画 チ ベッ トー 解脱 

語る べ 寺 言 葉 の 無い 曲 で す 。 岩 崎 球 の 天才 ぶり を 僕 
に 印 勿 づ けた 作品 で し た 。 


還 ビ ー ト オブ トム ヤン 

我 が 社 の 社員 の 笠原 が ネタ 捜し に か ん ば っ て くれ ま 
し た 。 上 海 と 同系 の 曲 。 ベ ー ス ライ ン は シン プル な が 
ら 力 強く か つ 粘 っ て いて 、 三味線 、 横 笛 、 尺 八 の メロ 
と 絡ん で 気持 ちい い 。 サ ム ソ ン の 「 ト ム ヤ ン 」 の 声 か 
素敵 


画 悪 性 の 祭典 PND IMPHESSION 

この 曲 は いく つか の テイ ク が あっ た の だ が 、 こ の バ 
ー ジ ョ ン を 採用 させ て も ら っ た 。 今回 穴 教 的 な モチ ー 
フ が 多い の だ か この 曲 も その 一 つ 。 こ こ で 祭典 を 行っ 
て いる の は 「 は げ 山 の 一 夜 」 で は な く 「 チ ャ イニ ー ズ ・ 
ゴー スト ・ ス トー リー」 の よう な 帆 圭 で ある 。 ま た 病 
的 な 現代 社会 自体 が 悪性 の 祭典 な の か も し れ な い 。 遠 
く で 聞こ える ノイ ズ は 何 か の メッ セー ジ で 、 そ れ は 
OM で も あり 神 か ら の 啓示 で ある の か も し れ な い 。 


画 羅 天 

エン ジニ ア の 川口 くん の 頑張 り で いい 感じ に 仕上 が 
り ま し た 。 
還 A・NI・KI 
の コー ラス が 印象 深い 曲 。 グ レゴ リア 聖歌 の 
パロディー と し て は 白眉 の 出来 だ と 思っ て ます が どう 
で し ょ うか 。 上 海 の モ チー フ が 変奏 され て いる の が わ 
か る や 


7 。。 ロッ テン マイ ラー 


ボ 帝 コン シャ ス 


還 モ ダー ン む ん むん 

ゲー ム 中 に 登場 する ボス キャ ラ 「 ラ ン バ タ 兄弟 」 の 
た め だ け に 書か れ た 曲 。 タ イ の ナイ トク ラブ を 思い 出 
させ て くれ る 前 奏 の 場末 感 が たまら な い 。 

「 行 っ た ん か い ?」 

「… 行 きま し た 。」 

曲 全体 も っ と 場末 に で きれ ば よかっ た な あと 思い つ 
つ 、 今風 に な る の は 現代 の 楽器 サン プラ ー の 宿 証 で 仕 
方 な いと 納得 も し て お り ま す 。 で も 次 や る 機会 か が あっ 
た ら も うち ょ っ と 工夫 し て みよ ー っ と 。 


置 原子 前 冗 買 (リブ ライズ) 
アト ム ヒ ー ト ブラ ザー の リプ ライ ズ 、NHIK ホ ー ル 
紅白 歌合 戦 佐藤 し の ぶ バ ー ジ ョ ン で お 楽し み 下 さい 
(ウソ)。 


還 ジ ュ テ ー ム モナ ムー 

CD は みん な で 作っ た 方 か が 面白い 。 こ の 曲 は そん な 
作品 。 僕 が 「 フ ラン ス 人 を 使 お う 。」 と いい 、 ディ レク 
ター の 高野 が 「 昔 の 口 版 み た い に し よ う 。」 と いい 、 
川口 くん が レコ ー ド の スク ラッ チノ イズ の 童 ネ タ を 持 
っ て き て 、 フ ラン ス の 恋人 を 左右 に 振り まし た 。 そ れ 
だ け で ゲー ム の サン トラ より も だ いぶ 印象 か 変わ っ て 
良く な っ た と 思っ て ます 。 


溝口 功 ( み ぞ ぐ ち いさ お ) 

音楽 制作 集団 TWD FIVE 代 表 。「 朋 ・ 超 兄貴 」「 超 
兄 責 」 の サウ ンド プロ デュ ー ス は も と より 、「 卒 業 
ーGraduation Teach Me Pleasel」「 ラ ン 
グリ ッ サ ーI『 ル ナー エタ ー ナ ル ブ ル ー」 な ど ご 多数 
の 作品 を 手がけ て いる 。 作詞 、 作 曲 、 編 曲 、 は て は ド 
ラマ の 脚本 、 演 出 ま で こなす マル チタ レン ト で ある 』| 


ポス キャ ラ & 注 目 キャ ラ 解 説 (順不同 )】 


タン ロー 


ダン ディ ロロ 
ギリ シャ 彫刻 在 思 わせ る 芸術 的 な ボス 。 
開発 陣 の お 気 に い り キャ ラ 。 う ふっ 。〈 1 一 A〉 


エデン 市 長 
前 作 の 背景 か ら 中 ポス に 昇格 し た エリ ー ト コー スポ ス 。 
だ か 、 気 分 は アン ニュ イ 。〈 1 -B) 


ヤ エ モ ン あ ら た め キ クモ ン 

前 作 ヤ エモ ン か ビル ドア ッ プ ノ 

p 段 変 化 で 体操 あ に き を 9 億 個 放出 する 。 (1 一 ) 

オペ ラ 師 バリ ベラ ボン テ 

本 業 は 隆 鹿 の バリ トン 歌手 。 

人 ハリ ー・ ベ ラフ ォ ン テ の 大 ファ ン で ある 。( 現 在 完了 形 ) 
(eA 


な き バ イロ ン (ザコ ) 

パイ ロン な の に 人 情 深い 。 

バイ ロン な の に 夜 で も 安心 。 (8 日 〉 

ラジ オ 体 操 ゲ ガン ゲン 

兄貴 の 第 8 の 故郷 ジャ ー マ ン を 起源 に も つ ポ ス 。 

ドイ ツ 語 を 再 履修 し た に も か か わら ず 活 用 形 を 間違っ 
て いる 。 《g CO) 


バイ カル ・ チ チカ カ 
深水 性 防水 ポス 。 
マイ ケル 富岡 と は 関係 な い 。(3 A) 


天使 の 微笑 

アコ ヤ 皿 に 身 を 包ま れ た 神秘 の ビー ナス 。 

万 人 の ウケ を ね ら っ て ナス を ふら せ て し まっ た 。 
ロー ボコ ン 0 て ん 。 (3 一 日 〉 


サト シタ ケシ (ザコ ) 

あの 田丸 浩史 先生 デザ イン の ナウ で イカ す ヤ ツ ( 死 
語 )。 

ゲー ム 性 を 無視 し た 設定 の 超 ウ ルト ラ ま ん も す ザ コ 。 
(8ーO>〉 


独 猛 スイ マー100D 

性 格 は 狐 猛 。 平 泳ぎ スイ マー。1000 馬 力 。 

そし て つい た 名 前 が 、 ど ご う も ぉ ー す いま せ 一 ん 。 (3 一 

C〉 

ド フ ト エ スキ ー・ フ ィ ヨ ル ・ ド ・ や じ ろ べ え 

某 漫 画家 に 触発 され て 勝 員 を 挑ん だ 意欲 作 ポ ボス 。 

次 点 作 「 う どん スキ ー・ お お も り ・ う っ ・ た えも ん 」 
(4 一 A〉 


喜 部 束 ラ ー ク 

情 性 で つい た いい 加減 な 名 前 。 

価格 破壊 に より 、 近 々 喜 部 哀 ガス ト に 改名 予定 。 (4 一 
に ) 


千 面 ボ ボリ ー ガ 
千 の 願 を 持つ 男 と し て 強烈 な ヤツ 。 
略し て セン ボボ 。 《4 一 BB) 


重 装 危 天 ロッ テン マイ ラー 
つい に 日 の 目 を 浴び る 事 無く ボツ に な っ た ボス 。 
洗濯 ば さ み 攻撃 で ヤギ ル ガメ ッシュ ノ 


ボ ポ 帝 コン シャ ス 

最後 の ボス は ボディ コン だ っ た と 最後 の 最後 まで うけ 
に 走っ て し まう 。 

これ も ひと え に 開 発 者 の バカ 話 か ら 出 た も の に 違い な 
い 。 

前 作 の ボ 帝 の 奏で ある と いう 設定 は いわ な けれ ば 誰 も 
気付 か ない だろ う 。 (自慢 ) 


STAFF 
Sound Producer : 溝口 功 Isao Mizoguchi (TWO FIVE) 
All Song Compose & Arrange : 岩崎 球 Taku Iwasaki 


Recording & Mixing Engineer : 川口 昌浩 Masahiro Kawaguchi (papa's music) 
Assistant Engineer : 加 園 稚 Minoru Kasono (|・DE・A SOUND) 
Recorded & Mixed at : YOUMEX studio 

Mastering Engineer : 相川 洋一 Yo-ichi Aikawa (TOSHIBA EMI) 
Mastered at : studio TERRA 


(MUSICIANS) / 
Guitar : 竹森 久 晃 Hisaaki Takemori 7 
Manupirator : 藤本 幸 義 Yukiyoshi Fujimoto (COMPOZILA) (6 

French Voice : Brian Uhl, Christiano Giovannetti \ 


Sample Voice : 郷里 大 輔 Daisuke Gouri 
戸谷 公 次 Kouji Totani 
新山 志保 Shino Niiyama 


Producer: 猪股 一彦 Kazuhiko Inomata (YOUMEX) 
Director : 高野 聡 Satoshi Takano (TWO FIVE) 
企画 ・ 制 作 : TWO FIVE 
原作 ・ 協 力 : 日 本 コン ピュ ー タ シス テム 株 式 会 社 
NIPPON COMPUTER SYSTEMS CORPORATION 


Special Thanks : 青 ニ プロ ダク ショ ン 、AlI NCS Stuf 


と が あり ます 


